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〈委員会報告〉

職業感染制御委員会・臨床研究推進委員会
医療従事者の新型コロナウイルス感染症感染事例についての

アンケート調査
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は，国内外
で流行の拡大が見られており，多くの医療従事者が対応
を迫られ，その診療においては医療従事者の安全確保が
最も重要である．日本環境感染学会 職業感染制御委員
会ならびに臨床研究推進委員会では，医療従事者の新型
コロナウイルス感染症感染事例の現状を明らかにするこ
とを目的として，2020年 12月から 2021年 1月に評議
員（同一施設を含む 335名）を対象に，1施設あたり評
議員 1名から回答としてWebアンケートを実施した．
回答は 88名（施設）から得られた．
88施設の COVID-19診療状況は，46施設（52.3%）は

「ほぼ毎日入院している」と回答しており，一時的を含
めると併せて本調査のうち 79施設（89.8%）が過去 3ヶ
月に本感染症の診療を行っていた．
職員の感染事例は 56施設（63.6%）で報告がされてい

た．職員の COVID-19が確認された 56施設では，各施
設で主な罹患職種は「看護師」が 34施設，「医師」が 8
施設であった．推定される罹患場所は「職場外」が 31
施設と最も多くみられ，次いでコロナ専門病床が 5施設
であった．感染経路としては「職員同士以外との会食」
は 16施設，「同居家族から」は 11施設から報告が見ら
れた．職員の職場内での感染源としては「職員」由来は
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18施設，「患者」由来は 11施設であった．罹患状況と
しては，「接触を伴わない診察や長時間の会話（15分以
上）」が 5施設で報告されているものの，その他，多様
な状況がみられた．感染した職員から患者への伝播が 12
施設でみられた（ない 31施設）．罹患した職員の復帰



環境感染誌 Vol. 36 no. 3, 2021

― 183 ―

図 9

図 10

図 11

図 12

図 13

時の対応は PCR検査を行う 29施設，行わない 27施設
であった．職員の発熱時は「原則，新型コロナウイルス
感染症の検査を実施」が 33施設と最も多くみられた．濃
厚接触者となった職員の復帰時には，PCR検査を行う 36
施設，行わない 21施設であった．職員罹患時にホーム
ページ等に公表は 42施設，公表せずは 13施設であった．
職員の差別的対応は 16施設でみられた．
本調査の制限事項として，本学会の評議員が所属する

施設を対象としていること，地域の流行状況や実施疫学，
要因分析を含めた詳細の解析は行えていないことなどが
挙げられる．
今回の調査において，医療従事者の罹患状況の一端が
明らかとなった．今後，職員における日ごろからの感染
予防を含めた感染対策を実施することが重要であると考
えられる．
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